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褒め 苦情 評価なし 中立 全体

英語圏ルール正解率 0.856 0.737 0.527 0.000 0.824
英語圏ルールF値 0.888 0.705 0.338 0.000 0.515
提案手法正解率 0.877 0.756 0.692 0.450 0.852
提案手法F値 0.902 0.718 0.374 0.503 0.624

再現率 適合率 F値
英語圏ルール 0.143 0.273 0.188

提案手法 0.265 0.319 0.289

表3：分類精度

レビューの重要性と問題点
• 消費者の意思決定に影響 [1]

閲覧負担の軽減

必要な情報のみを抽出して閲覧負担を軽減することが必要

• 評価に関する属性と属性値がレビューの要約に有用 [4]

• 評価に関する属性と属性値を抽出して
評価ラベルに分類することで要約可能 [5][6]

利用する

利用しない

閲覧
レビュー文 ユーザ

サービスがよかったです。
属性 属性値

例） 属性：商品のある側面
属性値：属性に対する評価

表2：抽出精度

• 英語圏の属性-属性値抽出ルールを日本語レビューに適用・ルールを拡張
• 日本語レビューから依存構造を用いて属性ー属性値ペアを抽出可能
• レビューを要約する評価ラベルごとに分類
• 英語圏ルール使用時より高い精度で評価ラベルに分類が可能

属性値：評価表現辞書 [8]から，
属性値となりうる形容詞・動詞・名詞 [4]の語を抽出

属性：UD に基づいた自然言語処理ライブラリGiNZA [9]を使用し
属性値と特定の依存関係にある語を抽出

属性-属性値ペア抽出の背景
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属性-属性値ペア抽出の抽出方法

褒め 苦情 評価なし 中立 要求 マルチラベル 合計

1,979 740 950 101 230 309 4,309

今後の課題

表1：使用データ数

提案手法により
• 英語圏ルールで抽出できないペアも抽出可能になり，抽出精度が向上
• 属性-属性値のペアの分類が可能であるか検証 → 分類可能

英語レビューに対する既存の抽出ルール例 [5]

例）Cleaning is completed・属性が主語で
属性値 (動詞)が述語

日本語レビューから
依存構造を用いて属性-属性値ペアを抽出
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属性-属性値ペアの分類のためにペア抽出が必要

• 評価ラベルが付与された楽天トラベルのレビュー文

依存関係：主語名詞

・属性が属性値 (動詞)の目的語 例）I enjoyed cuisine.
依存関係：目的語

• 「が」がつく名詞に依存関係ラベル『主語名詞』を付与 [10]
『主語名詞』：主語である名詞に付与される依存関係ラベル

属性-属性値ペアの抽出 使用データ

• Universal Dependencies (UD) [6]に基づき，形態素の依存構造に徐々に移行
→ 言語間で共通化した構文構造アノテーション
→ 依存構造の使用で言語資源作成の省力化が可能 [7]

日本語テキストに
おいて一般的

部屋が /綺麗でした。

文節係り受け 依存構造

部屋が綺麗でした。
移行

日本語の特徴と適用する際の問題点

•「を」がつく名詞に「目的語」と付与 [10]
『目的語』：目的語である名詞に着けられる依存関係ラベル

主語につく助詞が「が」以外の時依存関係ラベルが『間接目的語』になる

目的語につく助詞が「が」以外の時依存関係ラベルが『間接目的語』になる

例） The service was good.・属性が主語で
属性値が述語 (形容詞) 依存関係：主語名詞

分類モデルの設定
正解データ：提案手法で抽出できたペアに対して人手で感情ラベルを付与

例）

属性が主語で属性値が述語
例）

属性が属性値 (動詞)の目的語

日本語レビューに適用するため追加した提案ルール

景色も楽しめた。
依存関係：間接目的語

対応もよかった。
依存関係：間接目的語

ペア抽出精度の比較
正解データ：人手で抽出した全てのペア

 TSUKUBAコーパス[11]

• レビュー文単位に精度を測り平均をとる
• 正解のないレビュー文は評価に含めない

• 膨大なレビュー全てに目を通すのは困難 [2]

分類結果

• レビュー内容を属性-属性値ペアで表現できるBag of Words を特徴量に
• 短文で不均衡なデータに有効な Negation Naive Bayes [12] を使用
• 要求文は「評価」では無いため属性-属性値ペアで表現できない

→ ルールベース [11] で排除
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日本語レビューから属性-属性値ペアを抽出し評価の分類を実現

• データセット内に存在する複数ラベルが振られたデータにも対応する[5] Hongliang Dai and Yangqiu Song. (2019). ``Neural Aspect and Opinion Term Extraction with Mined Rules as Weak Supervision’’ , 
Association for Computational Linguistics, Proceedings of the 57th Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics ,pp.5268-5277.
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